















第 1 4 274 τ仁ヲコ
平成 11 年 2 月 25 日













































(1) 部材断面各部の弾塑性軸方向バネからなるマルチスプリングモデル (MS モデル) ，断面各方向のせん断弾塑性
パネからなるマルチシャースプリングモデル (MSS モデル)によって，線材のみならず面材の弾塑性力学的特性が表
現出来ることを示している。
(2) 建築物架構模型の力学的試験結果と，置換された構造部材モデルで構成される構造物モデルの弾塑性挙動解析
結果との比較から，提案モデ、ルの有効性ならびに精度について検討し，その妥当性を検証している。
(3) 建築構造物の全体的な力学特性の指標として用いられる偏心率，剛性率について，剛床仮定の成り立ち難い場
合の評価方法を検討し，このような場合には 3 次元構造物として解析すべきことを提示している。
以上のように本論文は，建築物の構造設計における構造要素モデ、ルの設定法とその評価について有用な資料を提示
しており，建築構造解析学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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